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お 友
とも

達
だち

の 経
けい

験
けん

談
だん

せいれいに 
耳
みみ

を 
かたむける

ある日
ひ

の家
か

庭
てい

の夕
ゆう

べで，お母
かあ

さんがせいれいに
ついて話

はな

してくれました。せいれいはよく，
思
おも

いをあたえることによって語
かた

られるとお母
かあ

さんは
言
い

いました。
お母

かあ

さんがそう言
い

ったとき，ぼくはとてもおどろ
きました。少

すこ

し前
まえ

に，ぼくはせいれいの声
こえ

を聞
き

ける
ように助

たす

けを求
もと

めて，天
てん

のお父
とう

様
さま

にいのっていたの
です。でも，せいれいがぼくの思

おも

いにそのように語
かた

りかけられるとは知
し

りませんでした。ぼくはこれま
でずっと，正

ただ

しいことを選
えら

ぶようにみちびいてくれる
いろんな思

おも

いをいだいてきました。今
いま

，そのような
思
おも

いはせいれいから来
き

ていたのだと知
し

ったのです！
それ以

い

来
らい

，せいれいにもっと気
き

づくようになりま

ワーナー・B，11 才
さい

 
（アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

，ユタ州
しゅう

）

した。先
せん

週
しゅう

の日
にち

曜
よう

日
び

，また家
か

庭
てい

の夕
ゆう

べをしました。
今
こん

度
ど

はあかしについてでした。ぼくはあかしが何
なに

か
よく分

わ

からなかったので，お父
とう

さんにたずねました。
お父

とう

さんは，あかしとは自
じ

分
ぶん

がほんとうだと知
し

って
いる，または信

しん

じていることだと言
い

いました。ぼく
たちはせいれいからあかしをえるのだと言

い

いまし
た。それから，自

じ

分
ぶん

がどのようにしてせいれいにもっ
と気

き

づくようになったかを考
かんが

えました。そして，ひ
らめきました！ ぼくもあかしを持

も

っていたのです！
そのことを知

し

っていると，より幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちにな
ります。イエス・キリストにさらによくしたがう人

ひと

になり，せいれいにいつも耳
みみ

をかたむけたいと思
おも

い
ます。●


